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2023 年夏季は、例年にない気候条件下に世界中が置かれる可能性があると専門家が警鐘

を鳴らしています。 

直近では過去 3 回、1982～1983 年、1997～1998 年、2015～2016 年に起きたスーパーエ

ルニーニョがそれまでを超える形で起きる可能性を示唆している。スーパーエルニーニョ

とは、エルニーニョ現象の規模の大きな現象で、通常であれば冷夏で多雨になる所が、2021

年秋から 2022 年に、更に 2023 年冬に発生したラニーニャ現象の影響も残り、「酷暑＋多

雨」のダブルパンチになる可能性が高いと言う。 

過去のスーパーエルニーニョで起きた重大な水災害に、ラニーニャ現象の残滓が重なる

観測史上類例のない年になる懸念を拭い切れないと警告を発していて、今から災害に対す

る心構えをしておく事の必要性を専門家らは訴えている。 

 

又、現在五類に移行した新型コロナウイルス感染症も、未だ医療機関に逼迫の危険性は低

いものの、緩やかな増加傾向を示し、今迄鳴りを潜めていたその他感染症も騒がしくしてい

る。 

 

その様な最中、これ迄組織的に対応して来た熱中症対策と、それと相反する側面を持たざ

るを得ない感染防止対策が求められます。以下にその要旨に付き記す。 

 

１， 感染防止対策に関して 

 

１） 手指消毒 

２） 換気 

 

これ迄の学習を踏まえ、世間の状況や各自治体の対応に常に気を配り、適時判断され対応

されたい。 

 

 

 

 

 



２， 熱中症対策に関して 

 

熱中症は、気温と湿度の関係性から、気温より寧ろ湿度による所が大きいとする知見もあ

ります。酷暑、多雨が懸念される今年の夏は、適切な冷房設備の設置や、マスクを外させる

などの措置を積極的に講じて下さい。 

以下に、大塚製薬のホームページ記載の注意点を転記致します。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

３， 水災害対策 

 

近年の水災害は、観測史上初という言葉が既に珍しくない程、各地で甚大化している事は、

周知の事実です。 

この流れは世界中で同期していて、世界各国での異常気象に伴う水に関わる被害が頻発

しています。今一度、道場生の通う周辺情報や、各地の気象情報、注意報などに配慮し、災

害マップなどの積極的活用をして下さい。 

 

１） 緊急連絡網の整備 

 

SNS 等を用いた情報網を整備し、リアルタイムで危険情報が道場生と共有できる様にし、

休館の御知らせが速やかに、末端まで行き届く様にする。 

 

２） 災害マップの活用 

 

近隣の水災害情報の把握と監視 

 

３） 緊急避難先の確認 

 

道場周辺の避難先の確認 

 

 

４，その他不明点についての問い合わせは医事委員会（℡：045-439-5020） 

  まで、お願い致します。 

 

 

 

 

 


